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Ⅰ　序　ヴァージニア・ウルフと女性参政権運動
　19世紀末から20世紀初頭の英国において、女性参政権運動の機運は大きく高まり、参政
権を求める女性のみならず、国民全体を議論の渦に巻き込んでいった。その中にあって、の
ちにモダニズムの代表的作家となるヴァージニア・ウルフ（Virginia Woolf, 1882-1941）は、
なぜかこの運動に積極的に参加する姿勢を示さなかった。
　このような女性参政権運動に実際に参加していた女性たちは、ウルフの周辺にも数多く存
在していた。彼女の伝記を著した甥のクウェンティン・ベルによると、ウルフも長いこと女
性運動に共感はしていたが（Bell, 1973, p.161）、1910年1月に家庭教師だったジャネット・
ケイス（Janet Elizabeth Case, 1862-1937）から政治活動について熱心に説かれて、「行動
は必要だと感じ」、「計算も議論も話もできないが、何かもっと控えめなやり方で手助けをし
たい」と彼女に申し出た（Woolf, 1975, p.421）。ケイスは女子協同組合（Women’s Co- 
operative Guild）のマーガレット・ルーウェリン・デイヴィス（Margaret Llewelyn Davies, 
1861-1944）とロザリンド・ナッシュ（Rosalind Nash, 1862-1952）にこのことを相談し、
ウルフが女性参政権運動のためにできることをいくつか提案してもらう。それらは、ニュー
ジーランドの選挙権の歴史について書くというような、ほとんどが執筆に関わる提案だった
が、ウルフはあえて封筒の宛名書きという単純な事務作業を選んだ（Bell, 1973, p.161）。
同年2月28日の友人のヴァイオレット・ディキンソン（Violet Dickinson, 1865-1948）宛
の書簡では、宛名書きに何時間も費やしていることや、政治活動に努力して参加しているこ
とを伝え、さらに、その事務室には「教育を受けた若い女性たちや親身になって働く男性の
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2事務員がたくさんいる」ことも書き加えている（Woolf, 1975, p.422）。その他にも参政権
運動の集会で壇上に坐るというような形で運動に参加したこともあったようだ。ウルフはこ
の年の半ばに体調を崩して療養を強いられるが、その後もこの運動に戻り、1910年11月
14日の手紙には、二つの集会に出席するなど参政権運動に多くの時間を費やした様子が記
されている（Woolf, 1975, p.438）。しかし、執筆活動に入ってからのウルフは集会等には
行くことはあっても、女性参政権運動内部の組織活動に直接的に、そして積極的にはあまり
関わってはいない1。このような彼女の女性参政権運動に対する消極的な姿勢は、どこに起
因するのだろうか。
　ウルフ批評においては、1980年代からフェミニストのジェイン・マーカスやナオミ・ブラッ
ク、またズワードリングらによって、ウルフの社会・政治的な側面が注目され始めた。これ
らは、ウルフは政治や社会には興味がなかったとするクウェンティン・ベルらの見解への反
動として打ち出されたため、彼女の女性運動に対する曖昧な態度を認めつつも、社会や政治
に関わるフェミニストとしての側面が強調された。最近の批評の動向が文化研究、特にモダ
ニズムに集中する中で、ウルフ自身のフェミニズムの原点に立ち返り、彼女のこの曖昧な態
度の原因を探ることは、今後のウルフ研究にとって極めて有意義なことだと思われる。
　そこで、ウルフが死の3年前に出版した、彼女の人生におけるフェミ二ズムの集大成とも
言える『三ギニー』（Three Guineas, 1938）をここで取り上げたいと思う。彼女はこの評
論において、イギリス中産階級の女性たちが家庭や社会において感じていた性差による抑 
圧について論じているが、その論の中核を成す「教育のある男性の娘（‘educated man’s 
daughter’）」という表現には、ウルフのフェミニズム思想を読み解く鍵が隠されていると思
われるからである。本論では、ウルフが自らあえて造った「教育のある男性の娘」という表
現の思想的背景を明らかにするとともに、それが内包するウルフの複雑な思いを解明したい
と思う。それにより自ずと彼女の女性参政権運動への姿勢についての疑問も明らかになるは
ずである。
Ⅱ　「教育のある男性の娘」が造られた理由
　ヴァージニア・ウルフの『三ギニー』は、「どうしたら戦争を未然に防ぐことができるか」
という問いに対する答えという枠組みで論じられた作家のフェミニズム的平和論であるが、
その根底にあるのは英国社会の根幹を築いてきた男性中心の教育、組織、制度への痛烈な批
判だと言える。この論理の中核を担っているのが、「教育のある男性の娘」であり、これに
ついてウルフは次のように説明している。
Our ideology is still so inveterately anthropocentric that it has been necessary to 
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coin this clumsy term ― educated man’s daughter ― to describe the class whose 
fathers have been educated at public schools and universities. 2（下線筆者）
（私たちの観念形態は依然として非常に根深く人間中心なので、パブリックスクールや大 
学で教育を受けた父親をもつ娘たちの階級を説明するために、このぎこちない言葉― 
教育のある男性の娘―を造り出す必要があった。）
これはウルフ自身がこの用語に付けた注における説明であるが、逐語訳的な解釈ではこの引
用の真意をくみ取ることはできない。彼女の意を理解するためには、ウルフ流の皮肉を読み
解く必要がある。まず一つ目は下線を施した ‘anthropocentric’ という単語である。この
‘anthropo-’ は ‘human being’ を意味するギリシア語の ‘ánthrōpos’ に由来し、そこに 
‘centric’ が付加されることで、通常の英語では「人間中心の」という意味になる。しかし、
この ‘ánthrōpos’ というギリシア語は英語の ‘man’ と同様に、「人間」と「男性」の両方の
意味をもつ（Marlowe, 2003）。若いころからギリシア語を学んでいたウルフは、言語にお
いてさえも人間が「男性」という言葉に集約される、男性優位主義を伝統とする英国社会を、
さらに言語と男性優位社会の共犯関係を、通常の意味の陰で皮肉ったのだと考えられる。し
たがって、ここは、「男性中心」という意味で読むと、この文に込められた作者の意図が容
易に理解できるようになる。
　二つ目は「階級（‘class’）」という用語を用いたウルフの意図である。ここでなぜ「階級」
を用いたかという理由は、次の引用で明らかである。
Obviously, if the term ‘bourgeois’ fits her brother, it is grossly incorrect to use it of 
one who differs so profoundly in the two prime characteristics of the bourgeoisie 
― capital and environment. （166、下線筆者）
（明らかに、「有産階級（ブルジョア）」という言葉が彼女の兄弟に当てはまるとしても、
有産階級の二つの主要な特徴―資本と環境―に関して、大きく異なる者について用
いるのははなはだしい誤りである。）
この引用で ‘one’ と表現されているものこそ、「教育のある男性の娘」すなわち有産階級の
家庭に生まれた兄弟の姉妹なのである。ここであえて「姉妹」あるいは「娘」ではなく、性
別のない ‘one’ を用いたところにウルフの皮肉が隠されている。一見性別のない ‘one’ は、
‘anthropocentric’ と同様に、ここでは有産階級の姉妹、すなわち女性を示し、それは差別
を受ける一つの社会的階級のイメージへと連鎖する。ウルフはこのようなトリックを用いな
がら、有産階級の家庭の息子と娘では「資本」と「環境」において状況が全く異なるため、
4このような娘の置かれた立場を示すのにこの「教育のある男性の娘」という用語を造り出す
必要があったと説明する。つまり彼女たちが属する場を、兄弟たちが属する「有産階級」と
区別して、一つの「階級」と皮肉を込めて呼んだのである。
　特に教育費においては、メアリー・キングズリーの実例を用いて、兄の教育費には2000
ポンドを費やしたのに対し、妹である彼女にはドイツ語を習う教育費のみだったことを指摘
する（6-7）。さらに原注においても、19世紀以降の中産階級の娘の教育費は平均総額100
ポンドと少額であったことを付している（165）。これに加えて、このように兄弟との大き
な格差をもって育てられた娘たちにとって、サッカレーの『ペンデニス』に描かれた「アー
サーの教育資金（Arthur’s Education Fund）」（7）、つまりその家の家計において男子のた
めだけに用意された教育資金、の存在は、家庭における娘たちの教育費の搾取を物語るとと
もに、彼女たちに与えられた教育環境のみじめさをさらに拡大させていく。兄弟たちが、「記
憶と数えきれない伝統の源泉」（8）であるイートンやハロウなどのパブリックスクールや、
オックスフォードあるいはケンブリッジの荘厳な建物―礼拝堂やホール、修道院のような
建物（8）―で華々しく教育を受けるために多額の教育資金を費やしたことで、その姉妹
たちには教育を受ける資金がほとんど回ってこなかった。「教室のテーブル」と「授業を受
けるために乗るバス」（8）という表現からもわかるように、彼女たちは少ない教育資金で
学校に通い、全く満足のいかない教育に甘んじなければならなかった。これは教育のみなら
ず、生活においても影響をもたらした。そのイメージは、「支えていかなければならない病
身の母親がいる赤鼻の小柄な娘、年に50ポンドの小遣いを貰って服を買い、贈り物をし、
成人すると旅行に出る」娘たちであり、それらは全て男子に当てられた教育資金のしわ寄せ
の結果だった。兄弟たちにとっての「オックスフォードやケンブリッジの大学の高貴な中庭
や回廊」は、彼女たちには「穴の開いたペチコートや、冷めた羊の脚肉、車掌が彼女たちの
面前でドアを閉める間に外国に向け出発する臨港列車」だったのである（8）。つまり、兄
弟が何不自由なく、パブリックスクールや大学で充分な教育を受け、自由な精神をもって社
会に飛び立っていく中で、その姉妹たちは教育の機会だけではなく、生活での自由もほとん
ど与えられずに、家庭生活における負の部分を全て背負わされてきたのである。特に老齢や
病気の父母の介護や看病はこのような娘たちに課せられた大きな仕事であり、兄弟たちが大
学で勉強し、社会で活躍する陰で、その姉妹たちは無賃金の家政婦のように働き、家に縛り
付けられ、そのために結婚の機会を逃す娘たちも少なくなかった。このように中産階級の家
庭において、家計における男子教育への資金流入は、物質的にも精神的にも娘たちに大きな
制限を余儀なくしたとウルフは主張する。
　さらに、教育の歴史においても、英国では男性は５、600年もパブリックスクールや大学
で教育される歴史をもつ一方で、女性は（『三ギニー』が出版された1938年において）た
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かが60年であること、また財産においては、男性は「結婚によるものではなく、生まれつ
きの権利によって、英国におけるあらゆる資産、土地、貴重品類を所有し、全ての官職任命
権をもっている」が、女性はその何ものも所有していないことを指摘している（21）。この
ように考えると、この「教育のある男性の娘」という表現には、すでにヴィクトリア朝の時
代から英国に根づいていた男性を優位とする社会への批判が込められていることがわかる。
Ⅲ　「教育のある男性の娘」としてのスティーヴン家の姉妹
　「教育のある男性の娘」というクラス、つまりカテゴリーをウルフに発想させた中産階級
の家庭における兄弟と姉妹の格差は、ウルフ自身が体験した家庭環境に基づくものであった。
そしてまた、彼女の近親者や周辺の家庭にも、このような姉妹と兄弟の格差は数多く見受け
られた。ここでは、家庭における兄弟と姉妹、特に兄と妹の生活及び教育環境から生じる心
理的関係に注目しながら、「教育のある男性の娘」という概念を構想したウルフの内的動機
を探りたいと思う。
　ヴァージニア・ウルフは『英国人名辞典』を編纂したレズリー・スティーヴン（Leslie 
Stephen, 1832-1904）とジュリア（Julia Stephen, 1846-95）の4人の子どもの第3子とし
て生まれるが、長女のヴァネッサ（Vanessa Bell, 1879-1961）とヴァージニアの関心の中
心は、ヴァージニアの二歳違いの兄のトービー（Thoby Stephen, 1880-1906）であったと
言われる。クウェンティン・ベルによると、姉のヴァネッサは一歳年下の弟トービーを「母
親のように世話をし、危害から守り、彼のために身を犠牲にして、優しく愛した」。そこに
ヴァージニアが生まれ、トービーの愛情を獲得しようとする三角関係に発展していくが
（Bell, 1973, pp.22-23）、姉妹にとってトービーは常に別格の存在であり、子ども部屋での
生活の全てがトービーを中心に回ることに変化はなかった。つまりこの子ども部屋には、男
子を中心にし、男子を重んじるという19世紀ヴィクトリア朝から綿々と続く男性優位社会
の縮図が成立していたことがわかる。しかし実際に目に見える形として、ヴァージニアがトー
ビーとの格差を最初に実感したのは、彼が自宅の外の学校に通うことになった時であろう。
1891年トービーはヒリングドン（Hillingdon）のイーヴリン予備校（Evelyn’s Preparatory 
School）に入学する。トービーは家に戻ってくると、ヴァージニアにギリシア人や、トロ
イやヘクトルなど、彼女が知らない世界について話して聞かせたという。そのとき彼女は、
いつかトービーのようにギリシア語を学ぼうと決心したと同時に、彼が語るギリシア人の世
界は彼女のではなく、トービーの世界であり、「それが重要な男性の教育領域の一部をなし
ており、彼女やヴァネッサはそこに入るのを拒まれている」という感覚をもったことをベル
は指摘する（Bell, 1973, p.27）。つまり古典語の教育は男性の世界のものであり、自分たち
はそこには入れないという感覚をトービーの姉妹たち、特に妹のヴァージニアは子どもの時
6から刷り込まれていたことがわかる。その後、トービーはブリストルのクリフトン・コレッ
ジ（Clifton College）を経て、1899年ケンブリッジ大学のトリニティ・コレッジに入学する。
一方スティーヴン家の姉妹たちは、子どもの頃は主に家庭で両親や家庭教師によって教育を
受けた。幼い時から美術の才能があったヴァネッサは、1901年から王立美術院付属学校で
学び、ヴァージニアはロンドン大学のキングズ・コレッジでギリシア語や歴史のクラスに出
てはいるが（Bell, 1973, pp.189-92）、両者とも正規の大学教育を生涯受けることはなかっ
た。
　英国において女子の大学教育は、一部ではあるが、19世紀後半からすでに行われていた。
ケンブリッジ大学においては、1869年に女子だけの最初のコレッジであるガートン・コレッ
ジが創立し、次いで1871年にニューナム・コレッジが創立している。オックスフォード大
学では1879年にサマヴィル・コレッジが創設された。しかしながら、女性の学位取得が許
可されたのは非常に遅く、長い奮闘の末、オックスフォード大学で1920年、ケンブリッジ
大学では1948年になってようやく認められる（ストレイチー , 2008, xii-xvi頁）。ウルフの
近親者の中にも大学教育を受けた女性や、大学教育に関わった女性は存在した。例えば、父
レズリ ・ースティーヴンの兄、法律家で政治哲学者のジェイムズ・フィッツジェイムズ（James 
Fitzjames Stephen, 1829-94）の娘、ウルフの従姉に当たるキャサリン（Katherine Stephen, 
1856-1924）はニューナム・コレッジの学寮長［スティーヴン家と親しいストレイチー家のパーネル（Joan Pernel Strachey, 1876-1951）がのちに同職を継ぐ］を（Hussey, 
1995, p.269）、また、その弟ハリー（Harry Lushington Stephen, 1860-1945）の妻バー
バラ（Barbara  Stephen, 1872-1945）［前出ロザリンド・ナッシュの妹 ］はガートン・コレッジを卒業後、その
理事を務めた（Megson, 2004）。さらに、ウルフの弟エイドリアン（Adrian Leslie Stephen, 
1883-1948）の妻カリン（Karin Elizabeth Conn Stephen, 1889-1953）もニューナム・コ
レッジの出身である（Hussey, 1995, p.268）。しかし、レズリー・スティーヴンは女子教
育に対して非常に保守的な考えの持ち主であり、彼は、「女性が思わぬ時に口を挟んで意見
を述べたりすると、苛立ちを抑えられず」、前出の姪キャサリン・スティーヴンが昼食の席
で意見を述べた際に、知識人のつもりか、と厳しく非難したことをヴァージニアは記録して
いる（Gordon, 1984, p.74）。彼は原則的には「娘たちが才能を伸ばし、道を究めて欲しい
と願っていた」が、実際には「まともな女性は男性の領域に足を踏み入れないもの」と当然
のように考えていた（Gordon, 1984, p.74）。つまり彼は、女性に対してヴィクトリア朝的
な男性中心の考えを頑なに固持していたのである。したがって、彼にとって娘たちに大学教
育を受けさせるなど論外であり、かくしてスティーヴン家の二人の姉妹は、大学教育を受け
たい女性が急増する時代にあっても、ヴィクトリア朝中産階級の女性たちがそうであったよ
うに、「教育のある男性」の大学教育を受けていない「娘たち」となったのである。
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Ⅳ　レズリー・スティーヴンとキャロライン・エミリア・スティーヴンの兄妹関係
　レズリー・スティーヴンのこのような女性に対する保守的な考えは、ヴィクトリア朝の典
型的な家父長制的思考に由来するものであったと思われる。彼は育った環境からこの思想を
兄のジェイムズ・フィッツジェイムズよりも確実に継承していた。ヴァージニア、ヴァネッ
サ姉妹とトービーの関係、つまり男性中心の子ども部屋での関係は、時代思想を反映する彼
らの父レズリ ・ースティーヴンの考えに極めて強い影響を受けていたことがわかる。ここで、
家庭における彼とその妹キャロライン・エミリア・スティーヴン（Caroline Emelia Stephen, 
1834-1909）の関係に焦点を当て、スティーヴン家で継承されていた男性中心の思想を辿り
たいと思う。
　レズリーとキャロラインは、法廷弁護士、植民省の行政官を務めた父ジェイムズ・スティー
ヴン（James Stephen, 1789-1859）と母ジェイン（Jane Catherine Venn）の子どもとし
て生まれる。彼らには5人の子どもがあったが、一人は幼児期に、もう一人は成人して間も
なく亡くなった。残った三人のうちの一人が、頑丈な身体と聡明な知性をもち、ケンブリッ
ジでも「英国のライオン」として知られ、知的集団「使徒会（The Apostles）」に属したジェ
イムズ・フィッツジェイムズ、そして、残りの二人が内気で神経質なレズリーとその二歳年
下の妹キャロラインだった（Bell, 1973, pp.6-7）。レズリーにとってキャロラインは、生涯
自分を慕ってくれた妹というよりも双子のような存在だったと自ら述べているように（L. 
Stephen, 1977, p.55）、性格的にあまりにも抜きんでた兄ジェイムズ・フィッツジェイムズ
とは隔して、下の二人の結束が固くなったことは容易に想像できる。レズリーはイートンに
進学し、父と同様にケンブリッジ大学のトリニティ・ホールで学ぶ。キャロラインは16歳
まで家庭でガヴァネス（住み込みの家庭教師）により教育を受けるが、家庭外での学校教育
は受けなかった（K. Stephen, 1911, p.xii）。
　彼らの母親は子どもたちの日々の言動を日記に記録していた。後にそれを読んだウルフは、
子ども時代の二人の関係を物語るある一つの出来事を、ヴァイオレット・ディキンソンに書
き送っている。レズリーが自分のおもちゃを壊したとき、キャロラインは彼女の最も気に 
入っていたおもちゃをすぐに彼に差し出したというのである（Woof, 1975, p.146）。ウル
フはこの文章の終わりにわざわざイクスクラメーション・マークを付けていることから、父
の子どもの頃の家庭環境において、男子を優位に扱うことが至極当然の常態化された思考形
態となっていることに、また、「女が与え、男が受け取る」という関係が幼い兄と妹の間に
も成立していることに、驚き呆れかえったことが見て取れる。さらに、彼らの両親の息子に
対する思いも尋常なものではなかった。子どもの頃のレズリーは非常に感受性が強く、興奮
しやすい性質だったため、寄宿学校の生活はできないと判断した両親は、彼を自宅から学校
に通わせるために、ブライトン、ウィンブルドン、リッチモンドと、彼の学校に近い場所に
8三度も引っ越しをした（Tod, 1978, p.6）。このようなことから、彼は家庭において、ほと
んど全てのものを与えられる特別な存在であったことが想像できる。そして、そのような男
子に重きを置く家庭の雰囲気を妹のキャロラインは当然のこととして受容し、「馬鹿げてい
る」とレズリーの再婚した妻で、ヴァージニアたちの母ジュリアから言われるほど、彼女は
兄を敬愛していた（L. Stephen, 1977, p.55）。しかしレズリーは、キャロラインのことを「あ
まりにも自分に似ているので、役には立たない」と感じていた。例えば、反論してもらおう
と議論を持ちかけても、彼女は真面目に考えすぎて反論の相手にはなれず、また彼が迷うと
彼女はひどく混乱し、彼が悲しく思っていると彼女は泣き始めるという具合だった。だから
非常に愛情深いのはわかっているが、彼女はとても憂うつな相手なのだと彼は述べている（L. 
Stephen, 1977, p.55）。レズリーの最初の妻ミニーの死後、その姉アニーが彼と娘のローラ
の世話をしていたが、アニーの結婚に伴い、彼女の代りをキャロラインが引き受けることに
なる。しかしアニーに比べ、キャロラインは全く気力がなく、結局、健康を害して、レズリー
の期待はずれの結果となる（Bell, 1973, p.12）。
　キャロラインは1860年頃から社会奉仕活動に興味を持ち、The Service of the Poor （1871） 
を出版する。母親の死後には、従姉のセアラ・スティーヴン（Sara Stephen, 1816-1895）
とともに、貧しい若い女性を支援することを目的とした ‘The Metropolitan Association 
for Befriending Young Servants’ を設立。1878年にはロンドンのオールド・ストリートに
女性のための共同住宅「ヘレフォード・ビルディング」を建設し、貧しい人々に賃貸した。
信仰においては、家族の友人だったロバート・フォックスからクエイカーの教義を説かれ、
1879年にフレンド会に入信し、クエイカーの教義をまとめたQuaker Strongholds（1890）
を出版した。これはクエイカー教において非常に重要な書となり、生前に4版を重ねた
（Jensen, 2004）。1895年にケンブリッジに移り、フレンド会の有力メンバーとなった。また、
現在でも使われている、英国におけるフレンド会がクエイカー信仰の一つの礎としている
Quaker Faith & Practice（2009）には、彼女の言葉が６篇も収録されているほど、フレン
ド会における彼女の影響力は非常に大きなものだった。彼女の性格については、トッドが引
用しているセアラ・スティーヴンの言葉がそれをよく物語っている。
Caroline is so charming that she has everyone at her feet. She believes that she 
influences people by her Quaker doctrine, but it is really through her personal 
charm. （Tod, 1978, p.1）
レズリー・スティーヴン家の外での彼女は、貧しい人々への奉仕活動を活発に行い、熱心な
クエイカー教徒として活動し、著作や論文などを数多く執筆した、人間的な魅力に満ち溢れ
『三ギニー』の「教育のある男性の娘」を解き明かす
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る女性の印象を受けるが、家の中では、彼女は非常に過小評価されていたようである。これ
はレズリーの彼女に対する見方、あるいは偏見に拠るものと思われる。そしてウルフの伝記
を著した甥のクウェンティン・ベルがレズリーの見解を取り入れたために、偏ったキャロラ
イン像が後世において固定してしまったと言っても過言ではない。クエイカーとして活動す
るキャロラインとスティーヴン家のミリー（Milly）［レズリーは彼女をこう呼んでいた ］は、一人の人物とは思え
ないほど全く異なった印象を与えると、トッドも指摘している（Tod, 1978, p.2）。
　レズリーがキャロラインを軽視する傾向は、子どもの頃から続く因襲的な兄と妹の力学的
関係に加えて、キャロラインの不幸な恋愛事件によって一層拍車がかかったように思われる。 
レズリーによると、父のジェイムズが東インド会社の創設したヘイリベリー・コレッジの教
授をしていたとき、彼女はある一人の学生と懇意になる。しかし、恐らく彼は気持ちも伝え
ないまま、突然インドに渡り、消息不明となる。彼は結婚して死んだのだろうとレズリーは
述べているが、このことから、キャロラインは傷心のあまり心身の健康を害する（L. 
Stephen, 1977, p.55）。この事件は、詳細はわからないとした上でレズリーによって語られ
たものであるため、真偽のほどは不明だが、スティーヴン家では確たる事実のように扱われ
たようだ。キャロラインの健康状態も、彼女が責任のあることにいつも尻込みすることも、
このことが原因で彼女の人生の歯車が狂ってしまったことにあるとレズリーは示唆している
（L. Stephen, 1977, pp.54-55）。これ以降、彼女はスティーヴン家において「愚かなヴィクト 
リア朝の女性」（Bell, 1973, pp.6-7）を演じることになり、これは、家族から ‘Silly Milly’、
‘Nun’、‘the Quaker’と多少のからかいの意味を込めて呼ばれていたことからも明らかであ
る。また、マーカスも指摘するように（Marcus, 1984, p.16）、レズリーは彼女の代表作、
クエイカー教徒には非常に重要なQuaker Strongholdsを彼のThe Mausoleum Bookにおい
て書名を間違って記載したうえに、‘Another little book of hers’（L. Stephen, 1977, p.55）
と非常に軽視して言及している。彼女は子どもの頃から父により言語教育を受け、正確に話
し、書くことに長けていたため（K. Stephen, 1911, p.xiii）、数多くの著作やエッセイを残し、
クエイカーとして精力的に慈善活動も行ったが、レズリーのこのような素振りから彼が彼女
自身のみならず、彼女の著作もあまり高く評価していなかったことが推測できる。
　キャロラインは父が死んでから16年の間、独身のまま母と暮らし、1875年に母が死ぬま
で8年間を病身の母の看病と介護に当たった（Tod, 1978, p.18）。このようなキャロライン
の人生は、兄弟たちがパブリックスクールからケンブリッジ大学に進み、卒業後は社会で華
やかに活動する陰で、結婚もせず、家に残って、家庭を切り盛りし、親が病気になればその
世話をする、という家庭における負の役目を負わされた英国中産階級の娘の人生であり、ま
さに、ウルフの描いた「教育のある男性の娘」そのものの人生だった。このようなことから、
ウルフは明らかにキャロライン・スティーヴンの人生に、「教育のある男性の娘」のモデル
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を見ていたと考えられる。
Ⅴ　キャロライン・エミリア・スティーヴンとヴァージニア・ウルフの共通点
　1904年に父レズリー・スティーヴンが亡くなったあと、ウルフは精神のバランスを崩し、
ケンブリッジのキャロラインの家「ポーチ（The Porch）」に滞在する。彼女はケンブリッ
ジの静かな環境に少々退屈しながらも、大いに満足し、健康を回復させていく。ウルフは 
キャロラインに連れられて、ジーザス・レインにあるフレンド会のミーティング・ハウスで
毎週日曜日に行われるクエイカーの集会にも出席している（Woolf, 1975, p.147）。彼女は
このクエイカーの集会で人々から尊敬を集め、中心的な存在であるキャロラインを見て、ス
ティーヴン家の家族から軽視されてきたキャロラインとの差異に驚いたはずである。1906
年にウルフが再びケンブリッジに滞在したあとの手紙には、「クエイカー［キャロラインを指す ］は魅力
的で、賢く、思いやりがあり」、「会うたびに非凡な女性だと感じる。雄弁というよりも彼女
の熟練した言葉が人に考えさせる」と述べ、二人は８時間も話したことを記している。ここ
には叔母を知ろうとするウルフの態度が窺える。そして「彼女は心の奥底に潜り込み、魂の
冒険や不幸な出来事についての話を語った」と述べているように、二人は、表面的な会話で
はなく、内面的な心の問題を話し合う時間をもったことが推測できる。ウルフは「彼女のよ
うに満足そうに優雅に生に漂う人を見たことがない」と彼女の生き様を評し、「後で彼女に
ついて書きたいと思っている」と付け加えている（Woolf, 1975, p.230）。これは明らかに
ウルフがキャロラインの人生に興味をもっていたことを示す証拠であり、ウルフは「教育の
ある男性の娘」の中に、キャロラインの人生を描き込んだことが推測できる。
　この二人は英国中産階級の家父長制の色濃い家庭で生まれ育ち、学校教育は受けていない
ものの家庭でしっかりと教育された娘という大きな共通点を持っている。二人とも、当然の
ようにパブリックスクールからケンブリッジ大学に進んだ優秀な兄をもち、その兄を敬愛し
ながらも、彼らと自分たちとの教育の格差を実感せざるを得ない環境にあった。これはちょ
うど『歳月』（The Years）（Woolf, 1979 [1937]）で、男子の教育に重きを置き、学校で一
番をとった息子マーティンに6ペンス銀貨を褒美に与えた父のパージター大佐や（p.12）、
勉強部屋を占有して自分の知らないラテン語やギリシア語を勉強するこの兄の姿に、複雑な
思いを抱く幼少時のローズに反映されており（p.17）3 、ウルフとキャロラインという「教
育のある男性の娘」たちに共通した経験であると思われる。
　また、二人はともに読み・書きといった言語能力に非常に長けていた。キャロラインはウ
ルフに書く才能があることを早い時期から認めており、静養でケンブリッジを訪れた際に 
も、レズリー・スティーヴンの伝記を書いていたメイトランド（Frederic William Maitland, 
1850-1906）を手伝って、娘の立場から父の印象を書くことを勧めた。さらに、キャロライ
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ンは死に際して、ウルフに2500ポンドという破格の遺産を残した。ウルフの姉や兄弟たち
にはそれぞれ100ポンドの遺産であったことを考えると（Woolf, 2007, p.50）、二人の間の
強い絆が計り知れる。この遺産により、ウルフは自立してものを書けるようになったことか
ら、これがウルフに作家となる大きなチャンスを与えたことは間違いない。二人とも家庭外
での学校教育を受けてはいないが、それと同等、あるいは以上の知性と教養を身につけ、分
野は異なっても「書く」ということで後世に影響力のある業績を残した。
　この二人のもう一つの共通点は、彼女たちが生まれ育った家父長制社会という大きな磁 
場から逃れる手段を見出したことである。前述したように、キャロラインは母の死後、1879 
年にクエイカー教に入信する。クエイカー教とは正式名を「フレンド会（the Society of 
Friends）」といい、1650年頃に英国においてジョージ・フォックス（George Fox, 1624-91） 
により創始された非国教会派のプロテスタントの一派である。人間の内なる神の光（inner 
light）を信じ、神との直接的な個人的な関係を重んじるため、国教会で行われているよう
な聖職者による儀礼や儀式を排している（Religion, 2009）。彼女はフレンド会の沈黙の集
会において、英国国教会では感じることができなかった、神との霊的な交信による「言葉で
表現できない平安（‘the unutterable peace’）」を得て入信を決意する（C. Stephen, 2016 
[1890], p.4）。このクエイカー教の教えの中に、個人はそれぞれに価値があるため、男女の
差はなく平等であることが記されている（Religion, 2009）。「クエイカリズムはキャロライ
ンに、家族の要請、特に横柄で知的に優れた男性の近親者からの有り難い避難場所を提供し
た」とブッシュが指摘しているように（Bush, 2010, p.33）、彼女は女性を軽視するスティー 
ヴン家の空間からクエイカーの男女平等の平安な空間に逃避の場を見出したと言える。一方
ウルフはアッパー・ミドル階級の生粋の英国人であるにもかかわらず、ユダヤ人の夫を選ん
だことで、家父長制を基盤とした英国階級社会の枠組みからある程度は抜け出せたと考えら
れる。前述した『歳月』のローズが成長してサフラジェットの道を選んだことも、このよう
な兄と妹の間の心理的力学によるものと言えるだろう。
　さらに、クエイカー教のもう一つの重要な教義は平和主義である（Religion, 2009）。こ
れこそが『三ギニー』の中心的なテーマでもあり、ウルフが最も影響を受けたものであると
思われる。彼女の主張は、「教育のある男性の娘」たちが連帯し、「アウトサイダー・ソサイ
エティ」を創って戦争を回避しようということであり、キャロラインがThe Service of the 
Poor （1871）で論じている宗教的な女性の連帯としての ‘sisterhood’ の議論にも繋がるも
のである。しかしながら、キャロラインは奉仕と ‘sisterhood’ についての議論において、家 
庭を離れて奉仕活動をする宗教的な ‘sisterhood’ に反対の立場を取った。独身の娘の家庭に 
おける無報酬労働を家父長制の家族は必要としたことから、キャロラインは「家族のしがら
みに苛立ちなからも、家父長制プロテスタント主義の非常に有能な代弁者となった」とマー
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カスが指摘したように（Marcus, 1984, p.7）、1871年当時の彼女が家父長制を当然のこと
のように受け入れ、擁護したのは事実だろう。しかしその後、彼女は階級や男女の差別のな
い、男女混合のフレンド会に、この時の議論の彼女の答えを見つけることができた（Marcus, 
1984, p.7）。ウルフはキャロラインを ‘Nun’ とも呼んでいたことから、彼女に ‘sisterhood’ 
と切り離せない女性の連帯のモチーフを見ていたのではないだろうか。そしてこれが、家父
長制の家族のしがらみに苛立ちを覚えながらも、そこから抜けられず、それを擁護してしま
う時もあった「教育のある男性の娘」を着想し、彼女たちが意識的にその磁場から離れ、「ア
ウトサイダー」として戦争を回避するために連帯するという構想を得たのではないかと考え
られる。
Ⅵ　結び　女性参政権運動との関係
　ウルフの母ジュリアは、女性は家庭のことに忙しく、参政権に関わることはできないとい
う理由で、女性参政権に反対し、1889年には ‘An Appeal Against Female Suffrage’ に署
名している。キャロラインも男性の場所が公的なものであるのに比べ、女性の場所は私的な
ものであるとし、ジュリアと同様に女性参政権に反対の立場を取った。彼女は「二人が一頭
の馬に乗るとき、一人がもう一人の後ろに乗る」という喩えを用いて、男性優位社会の論理
を正当化し、女性が家庭において男性を純粋に支えるという、家庭における女性の役割を 
強調したが、同時に女性の家庭における影響力の行使にも言及している（Heininge, 2016, 
pp.105-08）。キャロラインの女性参政権に反対する姿勢は、家父長制からの抑圧を当然のこ 
ととするスティーヴン家のような家庭で育ったヴィクトリア朝女性の非常に自然な考え方で
はあるが、女性の家庭における影響力の行使という点は、「アウトサイダー・ソサイエティ」
の思想に通じるものがある。ブラックが指摘するように、ウルフは「社会派フェミニズム」
の立場を取っており、これは男女の差を認めた上で、女性の地位の改善を求めるもので、人
を育み、強調性があり、平和的という女性の特性を社会のために生かすことを主張した
（Black, 1983, pp.181-83; 奥山, 2011, 221頁）。男女のそれぞれの立場を認めた上で、女
性の影響力を家庭で行使し、平和を求めることは、社会の中で組織をもたずに「教育のある
男性の娘」がそれぞれの立場で戦争回避に努力する「アウトサイダー・ソサイエティ」と共
通する思想である。ウルフはキャロラインの女性参政権に反対する姿勢の中にも、彼女の平
和論のヒントを得ていたことがわかる。
　その一方で、ウルフはキャロラインについて、父レズリーの彼女に対する見解がよく理解
でき、「彼女の寛大さと諦めと全般的な優しさ」が自分を苛立たせる、と書いている（Woolf, 
1975, p.146）。ゴードンによると、ウルフは20歳を越える頃には、父の指導のもと貪るよ
うに読書にのめり込み、噂話に興じて「因襲だけで」生きる階下の世界から、高邁な「純粋
『三ギニー』の「教育のある男性の娘」を解き明かす
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知性」の階上の世界（つまり父と同じ世界）へ逃げ出さずにはいられない女性に成長してい
た（Gordon, 1984, pp.74-77）。つまりヴィクトリアニズムを引きずった女性たちの世界は
もうウルフの世界ではなく、彼女の内面的な知性や感性は父のような「教育のある男性」で
ある知識人のものになっていたのである。しかし前述したような父の女性に対する保守的な
考えから、彼女は自分の意見や考えを口に出すことはなかったという（Gordon, 1984, 
p.74）。生まれ育った家父長制の家庭環境、それを容認し保護する周囲の女性たちの保守的
な姿勢や考えは、ウルフに知性においては「行動は必要」と感じさせながらも、自ら進んで
積極的に女性参政権運動の組織活動に参加するという行動を無意識のうちに阻ませたのでは
ないだろうか。つまりウルフ自身の女性参政権運動に対する姿勢は、男性優位の思考を受容
したスティーヴン家の「教育のある男性の娘」の系譜によるものかもしれない。そう考える
と、ウルフ自身と同様に、この「教育のある男性の娘」は、家父長制社会への批判とともに、
それとは相反する、家父長制社会を容認する女性たちの複雑な思いをも併せもつという、大
きな矛盾を内包した表現と言えるのである。
　さらに「教育のある男性の娘」という表現には、大学教育を受けた「教育のある女性」と
の差異が込められている。前述したように、ウルフは、初めて封筒の宛名書きをした女性参
政権運動の事務所で、「教育を受けた若い女性たち」が働いている姿を描写しているが、こ
こには大学教育を受けた女性たちに対する彼女のコンプレックスに近い感情を読み取ること
ができる。同じように大学教育を受けていないキャロラインとウルフであるが、キャロライ
ンとは異なり、ウルフは特に自分と兄弟の教育とを比べたとき、不安な気持ちになったこと
が指摘されている（Heininge, 2016, pp.101-02）。これは同時に、ウルフにそのような女
性たちが活動する組織に対するある種の警戒心を与えたと言える。「制度化された組織」に
おける「男性的征服欲のエトス」を『三ギニー』は警告しているとエスティが指摘している
ように（Esty, 2003, p.95）、女性参政権運動において組織活動をする「教育のある女性」
たちは、無意識のうちに男性的な「エトス」を獲得し、戦争の共犯者になる可能性がある。
ウルフが『三ギニー』で「アウトサイダ ・ーソサエティ」を「事務所も委員会も書記もなく」、
「会の召集や会議の開催もない」、ただ「彼女たちなりのやり方」で自由、平等、平和のため
に働く集団としたのも（122）、「教育のある女性」が運営する「組織」ではなく、「教育の
ある男性の娘」たちの組織化されない無定形の集団を想定していたからである（奥山, 
2011, 240頁）。これも、「教育のある男性」の大学教育を受けていない「娘」であるウルフ
に、女性参政権運動への積極的な参加を阻ませた理由であると考えられる。
　ウルフとキャロラインは詳細な部分での相違点は認められるが、どちらも物理的にも心理
的にも兄妹の関係から大きな影響を受けた「教育のある男性の娘」だった。これまで見てき
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たように、ウルフはキャロラインの人生から大きな着想を得て、「教育のある男性の娘」を
構想し、彼女独特のフェミニスト・パシフィズムを展開したと言えるが、それだけではなく、
この言葉はウルフの複雑なフェミニズム思想の襞を読み解く鍵を提示している。ウルフの言
う、この「ぎこちない言葉」（166）は、彼女の家父長制社会への批判とともに、彼女自身
も継承している、ヴィクトリア朝の女性たちの男性優位社会を容認する複雑な思いを内包し
た、極めて重要な表現であることを改めて認識せざるをえない。
注
1. ジョーンズは、ウルフが関わった４つの組織活動について論じており、その中の一つで、
本論でも取り上げた女性参政権運動はthe People’s Suffrage Federationである（Jones, 
2016, pp.65-107）。またウルフと女性運動については、奥山, 2011, 231-34頁も参照
されたい。
2. Woolf, Virginia (1986[1938]). Three Guineas. London: Hogarth, p.166. 以下、この
作品からの引用は引用後にページ数のみを記す。
3. 拙論「創作、女性参政権運動、サフラジェット———『自分だけの部屋』に読み取れる
ウルフの素振り」において、ローズがサフラジェットになった動機として同箇所を取り
上げている（奥山, 2011, 225頁）。
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A Study on ‘Educated Man’s Daughter’ in  
Three Guineas
OKUYAMA Reiko
‘Educated man’s daughter’ is the key phrase that Virginia Woolf used in Three 
Guineas to reflect not only her feminist pacifism but also her attitude toward women’s 
suffrage. It refers to daughters of middle-class patriarchal families in England ‘whose 
fathers have been educated at public schools and universities’. Woolf coined this 
phrase because of the difference in ‘capital and environment’ between sons and 
daughters. Parents put much more importance on their sons’ education than their 
daughters’, spending a larger amount of money to educate their sons at public schools 
and universities. Daughters were only provided a small amount of money for their 
education, and even their living. They were educated at home by their parents or 
governesses. In addition, they were expected to take care of their parents when they 
became ill or old.
Woolf seems to have used her aunt, Caroline Emelia Stephen, as the model for 
her ‘educated man’s daughter’. Caroline grew up in a Victorian patriarchal family, and 
was educated well at home. She wrote books and articles, engaged in philanthropic 
work such as housing for the poor, and stayed home to take care of her mother until 
her death, but was treated lightly by her male-centric brother, Leslie Stephen, two 
years her senior. 
Most importantly, Caroline became a Quaker, namely a member of the Society 
of Friends who held beliefs in pacifism and non-violence. Woolf was a proponent of 
the Outsider Society, a group of educated men’s daughters, which advocated pacifism. 
This supports the argument that Caroline was the very model for the ‘educated man’s 
daughter’. Moreover, it can be argued that Woolf’s ambivalent attitude toward suffrage 
activities came from the patriarchal thought system that she, as an educated man’s 
daughter, had unconsciously adopted from her family. Thus, it can be concluded that 
‘educated man’s daughter’ is an important phrase through which we can understand 
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Woolf’s complicated feminist attitude derived from the disparity between brothers and 
sisters in Victorian England.
